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物を作り出す、形に表現する力の根本

的能力は多くの体験したものの体験結果

につながると考えられます。現代の子ど

もたちの生活から考えてみたいと思いま

す。すでに子供たちの生活環境は昔と違

って自然環境が少なく、自然は汚い・危険

なところと考えている保護者も多い。す

なわち、子どもたちの活動する自然の里

山・川・森・林などの廻りは危ないもの。 

なので安全で清潔で危険のないことを強調するあまりに自然の中に行って体験して欲し

い、「観察」「気づき」「発見」等の基礎的創造能力等チャンスに欠け、もっぱら安全でケガ

が無いように過ごす方に力点が置かれる方向が強調されます。自然の中に多様性があり複

雑なそして微妙な働き神秘性がそこにあるのを知らず、通過して見逃して過ごしてしまい

ます。もちろんナイフは使えない、紐も結べない状況にもあります。 

親の感心事といえば、例えば就学前の子供は、習い事（体操教室・サッカー教室・英会話・

ピアノ・バイオリン等）で忙しく早期教育重視、子ども同士で遊ぶ時間も不足しています。

もちろん自然体験などの存在も軽視され、マンションでの環境は人工的で無機質な状況で

過ごさなければならなくなりました。自然体験など生活とはほど遠く、あっても近くの公園

か自然の多い場所に行くけれど、自然の中で子どもと、どのように自然物の体験をして遊べ

るのか、また何をしたらいいのか解らない現状です。 

保育の場でも、自然の体験が少なくなっています。そして、その時代の指導者たちも自然

体験の重大さは知っていても、自分が子ども時に自然体験がほとんどない状況下でどのよ

うにしたら自然体験が出来るのか、また、自分自身が自然体験を誤解しているケースが多い。

例えば、自然の中を歩くことが、池に落ちないように注意し、虫にさされないように自然の

中で警戒することに注意が注がれ、歩くことが大切と誤解されているケースも多い。自然の

中をみんなで歩くことなら、園庭・校庭を歩けばよいと思います。各教育機関でも自然の中

で何をしたらいいのか、どのようにしたらいいのかに迷い、強調されることは、歩くこと、

そこでの子ども同士の規律に重点が置かれているケースが非常に多いのが残念です。 

自然の中で五感を通して様々な具体的な多様な体験をしてこそ、自然体験になります。そ

こでの体験が創造性をつけ、造形にも大いに役立つものであります。自然体験の技能・技術

が不明のまま、教育活動を行っているのが現状です。自然の中で、ウォーク・ラリーを行い、

子どもが楽しければいいと思い、真の自然体験を深く考えていないように思えます。 

 



例えば、6 月～8 月ならばキリの葉の葉柄を棒

状に切りシャボン液をつけ片方から吹くと無数

のシャボン玉が同時に空中に広がり・舞い上が

る、お面白い世界がそこに広がります。この体験

を通して、キリの葉柄は、穴が開いていることも、

質感も、匂いも、理解できることになります。そ

して秋には、花の咲いた後の実が円錐花序状につ

くのも関心を持つことにもなります。 

また、この 7 月～8 月の間はエゴノキの実で遊ぶ体験もできます。私がよく保育園で行う

のは、バケツに実を入れ、エゴの実をその中に入れかき回すと石鹸みたいなアワが瞬時に噴

出してきて皆でシャボンの泡立てで遊びます。子どもたちは面白がり中々止めようとしま

せん。昔は、このエゴの実を編麻の袋の中に入れて、川を止水し、このエゴの実を川底で足

で踏みつけ、つぶすと「エゴサポニン」が出てきて魚毒に使用。エラ呼吸している魚を捕獲

でき食べました。そして魚を食べたのです。よく

ある質問で、そんな毒の入っている魚を食べても

大丈夫！と質問があります。大丈夫です！サポニ

ンは、腸壁から吸収されませんので大丈夫です。

また、昔は大人も子供も頭の毛の中にシラミがい

ましたので、この水に溶けたサポニンを利用し洗

面器にこの水を入れて頭を洗いシラミを駆除し

ました。そんな中、子どもたちはエゴの実・果柄

のつき方・葉っぱの模様・そして木の切断面は年

輪がほとんど見当たらず傘の柄のたくさんの足が集合する部分のところに使用されるのも

説明し自然体験の情報量の多さを知ることになります。自然の教育資源の教材化を図るよ

うにしています。（ちなみにサポニンは、シャボンからきています） 

この様な自然体験をすることによって、五

感の各感覚器官から脳に入力、登録されて

ゆきます。創造性は、それら入力されたもの

の組み合わせにより作られ醸し出されて行

きます。 

 

 

 

 

 

 


